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内容の要旨および審査の結果の要旨
急性腎不全（ARF）に対しては，いまだに確実な治療方法がない。本研究では，２１頭の雑種成熟イヌ
の－側腎動脈内へノルエピネフン（ＮＥ）を持続投与することによってARFモデルを作成し，これに対す
るsodiumnitroprusside（SNP）とfurosemide（Furo）の腎機能改善効果を比較，検討したｄすなわ
ち，６０分間にわたるＮＥ（１匹ｇ／kg／min）の投与前の基準時と投与終了の180分後における血行動態と
宵排泄機能をＮＥ投与のみを行って測定した対照群（ｎ＝７），ＮＥ投与終了の１５０分後よりＳＮＰ
(２匹ｇ／kg／ｍin）を胃動脈内に持続投与し，SNP投与開始の30分後に測定を行なったSNP群（n＝７)，
同様にFuro（65匹ｇ／kg／ｍin）を投与して測定を行なったFuro群（n＝７）の３群に無行為に分けて
検討した。
得られた結果は以下のように要約される。
１．対照群では，ＮＥ投与後，分時尿量（Ｕｏ）は基準時の23％前後，クレアチニン・クリアランス（CCr）
は４％前後へと有意（Ｐ＜0.05）に低下する一方，ナトリウム排泄分画（FENa）は基準時の約16倍に
増加し，ARFが発生したと考えられた。また，腎血流量（RBF）は56％，浸透圧クリアランス(Cosm）
は22％，および腎酸素消費量（RMRO2）は49％に有意に低下した。なお、冑動脈から注入した墨汁は，
皮質ではほぼ全ての範囲に分布したが，髄質の内層と外層ではともに１／３から２／３の範囲にとどまった。
２．SNP群とFuro群では，ＮＥ投与終了の180分後，つまりこれらの薬剤の持続投与開始の30分後におけ
るＵｏとCCrは基準時の85％前後で対照群よりも有意に高値を示しており，ARFはこの２群で同程度に
改善された。
３．SNP群では，対照群やFuro群に比較して，RBFは19％，ＲＭＲＯ２は42％以上の有意に高い値を示し，
FENaの増加傾向も軽度であった。また，墨汁の分布は，皮質や髄質の内属と外層のいずれの部位にも
ほぼ均等に分布していることが確かめられた。
４．Furo群のCosmは基準時の61％の低下にとどまったが、他の２群は49％以下に低下し，その差は有
意であった。一方，Furo群のRBF，ＲＭＲＯ２，FENaおよび墨汁分布については，対照群に比べて有
意差がなかった。
以上より，SNPはRBFの低下抑制と髄質における血流分布を均等化させることによってARFを改善し，
Furoは近位尿細管におけるナトリウム能動輸送を抑制しCosmの低下を軽減させ尿細管の開通性を維持
することによって，ARFを改善するものと推定した。
本研究は，虚血性ARFに対して，SNPとFuroが有効であること，およびこれらの効果機序を明確にし
た点で，手術中に発生する急性腎不全の治療に寄与する貴重な労作と評価された。
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